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　　　  東京版 活動強化方策について
●新春のごあいさつ・都民連新役員紹介　●100年のあゆみから学ぶ　
●都民連通信「第70回東京都民生委員・児童委員大会」他　●キラリ☆この人　●東社協コーナー　
●活動記録あれこれ　●ミンジーレポート　●編集後記

東京都庁
第一本庁舎
（新宿区）

東 散京 歩
　淀橋浄水場跡地に建設された東京都庁は、第一本庁舎、第二本庁舎、都議会議事堂の3棟
からなり、中でも第一本庁舎は地上48階、243メートルの高さを誇ります。設計は建築家・丹下
健三氏が手掛け、平成3年の竣工当時は日本一の高層ビルでした。その迫力ある建物は観光ス
ポットとしても人気があり、第一本庁舎の１階から「展望室専用エレベータ」（無料）に乗れば地
上45階、202メートルの展望室から東京の街並みを一望することができます。この季節は気温が
低く見通しがきく絶好の機会。東京の美しい冬景色を都庁から眺めてみてはいかがでしょうか。

交通アクセス：都営地下鉄大江戸線「都庁前駅」またはJR「新宿駅」西口から徒歩10分    　　　　
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謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
一
斉
改
選
に
お
い

て
都
民
連
会
長
に
ご
推
挙
い
た
だ

き
、
今
後
三
年
間
の
重
責
を
担
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
役
員
一
同
、

決
意
を
新
た
に
全
力
で
励
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

今
回
の
改
選
で
は
、
都
内
で

六
二
名
の
増
員
が
あ
り
定
数
は

一
万
七
七
六
名
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
的
に
な
り
手
不
足
の

深
刻
化
が
指
摘
さ
れ
る
中
で
、
約

二
千
名
の
新
し
い
お
仲
間
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
就
任

い
た
だ
い
た
委
員
の
方
々
は
も
と

よ
り
東
京
都
並
び
に
区
市
町
村
関

係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
一
方
で
欠
員
地
区
も

少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
本
年
は
民
生

委
員
制
度
創
設
一
〇
〇
周
年
の
記

念
の
年
で
す
。
震
災
や
戦
争
、
経

済
不
況
な
ど
数
多
の
混
乱
期
に
あ

っ
て
も
、
先
達
の
方
々
は
社
会
奉

仕
の
精
神
を
も
っ
て
常
に
住
民
の

立
場
で
相
談
に
応
じ
、
地
域
福
祉

の
増
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
私

た
ち
は
、
永
年
に
渡
り
積
み
重
ね

て
き
た
活
動
を
誇
り
と
責
任
を
持

っ
て
次
の
世
代
に
確
実
に
つ
な
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
き
な
節
目
で
あ
る
今
こ
そ
、

皆
さ
ま
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を

結
集
し
、
住
み
慣
れ
た
街
で
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

づ
く
り
に
向
け
、
と
も
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

東京都民生児童委員連合会

会長　寺
てら

　田
だ

　晃
あき

　弘
ひろ

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

池永　和子
（清瀬市）

貫名　通生
（新宿区）

福本　行廣
（立川市）

市東　和子
（小平市）

相田　義正
（板橋区）

都
民
連

新
役
員
紹
介

12
月
の
一
斉
改
選
後
、
都
民
連
の
会
長
、
副
会
長
、
常

務
委
員
、
常
任
協
議
員
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

今
期
は
こ
の
よ
う
な
体
制
で
ま
い
り
ま
す
。

副
会
長

副
会
長
は
、
区
部
２
名
、
市
部
３
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
会
長

を
補
佐
し
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
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鈴
木
　
英
子	

（
中
央
区
）

野
尻
三
重
子	

（
港
区
）

下
田
　
和
惠	

（
文
京
区
）

西
村
　
泰
一	

（
台
東
区
）

鎌
形
由
美
子	

（
墨
田
区
）

金
山
　
見
学
（
江
東
区
）

松
尾
　
光
惠	

（
品
川
区
）

石
井
　
隆隆隆
康	

（
目
黒
区
）

坂
本
　
雅
則	

（
世
田
谷
区
）

鷲
頭
　
和
江	

（
渋
谷
区
）

小
野
　
武	

（
中
野
区
）

髙
　
　
武
征	

（
杉
並
区
）

笠
島
　
伸
介	

（
荒
川
区
）

小
久
保
　
隆隆隆	

（
足
立
区
）

小
林
　
隆隆隆
猛	

（
葛
飾
区
）

内
藤
　
榮
一	

（
八
王
子
市
）

矢
島
　
和
美	

（
武
蔵
野
市
）

塩
川
　
光
子	

（
三
鷹
市
）

中
嶋
　
昭	

（
青
梅
市
）

鈴
木
　
康
紀	
（
昭
島
市
）

小
川
　
時
雄	

（
調
布
市
）

青
山
　
豊
子	

（
町
田
市
）

川
畑
美
和
子	

（
小
金
井
市
）

山
田
　
哲
道	

（
日
野
市
）

畠
山
香
壽
惠	

（
東
村
山
市
）

内
藤
　
孝
雄	

（
国
分
寺
市
）

藤
沢
　
行
男	

（
国
立
市
）

板
寺
　
正
行	

（
福
生
市
）

市
川
　
衛	

（
狛
江
市
）

小
林
美
智
子	

（
東
大
和
市
）

篠
宮
　
松
美	

（
東
久
留
米
市
）

大
谷
恵
美
子	

（
武
蔵
村
山
市
）

最
勝
寺
常
生	

（
稲
城
市
）

溝
口
　
正
恵	

（
あ
き
る
野
市
）

古
山
　
博
大	

（
西
多
摩
郡
）

吉
本
み
な
子	

（
大
島
支
庁
）

早
川
マ
ス
子	

（
三
宅
支
庁
）

菊
池
　
清
泰	

（
八
丈
支
庁
）

山
田
　
捷
夫	

（
小
笠
原
支
庁
）

常
任
協
議
員

常
務
委
員

常
任
協
議
員
は
、
各
区
市
郡
支
庁
民
児
協
会
長
（
い
わ
ゆ

る
代
表
会
長
）
の
方
々
で
す
。
常
任
協
議
員
会
で
は
、
本

会
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

常
務
委
員
は
、
常
任
協
議
員
の
う
ち
、
９
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
１
名
ず
つ
選
出
さ
れ
、
会
長
・
副
会
長
と
と
も
に
常
務
委

員
会
を
組
織
し
ま
す
。
常
務
委
員
会
で
は
、
本
会
事
業
の
企

画
・
準
備
に
関
す
る
話
し
合
い
を
行
い
ま
す
。

前
列
（
右
か
ら
）

若
月
　
曠
義
（
1
ブ
ロッ
ク

千
代
田
区
）

榎
本
　
義
彦
（
2
ブ
ロッ
ク

北
区

）

平
石
　
昭
夫
（
3
ブ
ロッ
ク

大
田
区

）

田
中
　
敏
（
4
ブ
ロッ
ク

練
馬
区

）

田
中
　
和
夫
（
5
ブ
ロッ
ク

江
戸
川
区
）

後
列
（
右
か
ら
）

伊
藤
　
雅
子
（
6
ブ
ロッ
ク

多
摩
市

）

芝
辻
　
義
治
（
7
ブ
ロッ
ク

府
中
市

）

山
下
　
忠
義
（
9
ブ
ロッ
ク

羽
村
市

）

海
老
澤
　
栄
（
8
ブ
ロッ
ク

西
東
京
市
）

※
撮
影
当
日
ご
欠
席
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特集

　民生委員制度創設100周年を迎えるにあたり策定された「東京
版　活動強化方策」は、これからの民生委員・児童委員活動の羅
針盤となるものです。昨年の12月に、全委員の皆さまへ左記の本
冊子（チェックシート付）を、また区市町村事務局へ解説用DVD
をお送りしています。
　今号では、本方策のポイントをご紹介致します。

東京版　活動強化方策
が始まります

　
私
た
ち
の
地
域
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
福
祉
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
課
題
は
ど

の
地
域
で
も
同
じ
よ
う
に
表
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
本
方
策
で
は
、「
地
域
で
取
り

組
む
べ
き
課
題
は
、
地
域
が
見
極

め
、
解
決
を
図
る
」
と
い
う
視
点

に
立
ち
、
全
都
の
委
員
活
動
に
共

通
す
る
強
化
策
を
「
5
本
の
柱
」

（
上
記
）
と
し
て
提
起
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
住
民
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
の「
❶
個
別

支
援
活
動
の
向
上
」
と
と
も
に
、

近
隣
の
委
員
同
士
で
支
え
合
い
な

が
ら
地
域
で
活
動
を
行
う
た
め
の

チ
ー
ム
で
あ
る「
❷
班
体
制
の
確

立
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て

委
員
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

「
❸
民
児
協
組
織
の
強
化
」
や
制

度
創
設
70
周
年
を
迎
え
た「
❹
児

童
委
員
活
動
の
充
実
」
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
関
係
機

関
・
団
体
、
住
民
を
巻
き
込
ん

だ
「
❺
協
働
に
よ
る
地
域
福
祉
活

動
」
の
展
開
を
検
討
す
る
こ
と
も

重
要
な
視
点
で
す
。

ま
た
、
長
年
の
経
験
を
有
す
る

委
員
が
少
な
く
な
る
中
で
、
質
の

高
い
個
別
支
援
活
動
を
続
け
て

い
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

「
5
つ
の
つ
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

百
年
に
わ
た
る
活
動
を
つ
む

ぎ
ゆ
き
、
訪
問
や
声
掛
け
等
を

通
じ
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
む
。

そ
の
ニ
ー
ズ
を
関
係
機
関
に
的
確

に
つ
た
え
、
適
切
な
支
援
に
つ

な
が
っ
た
か
、
過
不
足
は
な
い
か

確
認
す
る
。
さ
ら
に
世
帯
の
自
立

を
支
え
、
周
囲
の
関
係
者
と
と
も

に
支
え
合
う
地
域
力
を
つ
ち
か
う
。

こ
の
一
つ
ひ
と
つ
を
実
践
し
、
支

援
力
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
福
祉
課
題
解
決
の

主
役
は
、「
地
域
」
で
す
。
私
た

ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
そ

の
「
地
域
」
の
一
員
で
す
。
委
員

同
士
、
関
係
機
関
・
団
体
や
住
民

な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
仲
間
と

つ
な
が
り
合
い
な
が
ら
、
協
力
し

て
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

東京版 活動強化方策 5本の柱

4

5

3

2

1

児童委員活動の充実
活動の現状を点検し、担うべき役割を整理し、
子どもと家庭を育む豊かな取り組みを展開します

協働による地域福祉活動
関係機関や団体とのさらなる連携のもと、
住民、地域を巻き込んだ協働の実践を広げます

民児協組織の強化
期待と信頼に応えるために運営力を磨き、
地域とともに成長できる組織を目指します

班体制の確立
近隣の委員同士がチームとなり、
地域と向き合いながら、課題解決につなげます

個別支援活動の向上
住民に寄り添い、ニーズをつかみ、
適切な支援に結びつける力量を高めます

組織を
活かす

子ども
を育む

地域を
むすぶ

チーム
で動く

支援力
を高める

主体性を
つちかう

支援へ
つなげる

的確に
つたえる

活動を
つむぐ

ニーズを
つかむ

支援力を高める
5つのつ

５
本
の
柱
と
５
つ
の
つ

仲
間
と
つ
く
る

　
　
　
地
域
の
つ
な
が
り

4



100年の
あゆみから
学ぶ

山や
ま

田だ 

槇ま
き

子こ

　
氏

平成 昭和 大正

制度発足今回取り
上げた時代100周年
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
民
生
児
童
委
員
１
０
０
年
の
歴
史
を
振
り

返
り
、
先
人
た
ち
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
全
国
で
提
唱
さ
れ
た
「
丈
夫
な
子
ど
も
を
育
て
る
母

親
運
動
」
や
本
会
に
お
け
る
子
育
て
支
援
活
動
に
つ
い
て
、
元
国

分
寺
市
民
生
児
童
委
員
で
本
会
婦
人
部
会
長
や
全
国
の
婦
人
部
会

役
員
を
歴
任
さ
れ
た
、山
田
槇
子
氏
の
活
動
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

大正14（1925）年生

女
性
委
員
の
増
員
と
組
織
化

女
性
が
初
め
て
方
面
委
員
に
委

嘱
さ
れ
た
の
は
大
正
15
年
と
言
わ

れ
、
母
親
や
児
童
に
対
し
て
よ
り

き
め
細
か
い
配
慮
が
で
き
、
相
談

し
や
す
い
こ
と
か
ら
各
地
で
委
嘱

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と

は
い
え
、
男
性
の
委
員
数
と
比
べ

る
と
大
変
少
な
く
、
昭
和
12
年
当

時
は
全
国
の
総
数
約
4
万
3
千
人

の
う
ち
、
女
性
委
員
は
8
8
4

人
。
全
体
の
約
2
％
で
し
た
。

戦
後
、
民
生
委
員
が
児
童
委
員

を
兼
ね
る
こ
と
で
、
女
性
・
児
童

の
福
祉
と
の
関
係
も
よ
り
深
く

な
っ
た
た
め
、
昭
和
23
年
・
28
年

の
二
度
に
わ
た
り
、
女
性
の
選
出

を
奨
励
す
る
厚
生
省
次
官
通
知
が

出
さ
れ
、
漸
次
増
員
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
女
性
委
員
も
力
強
く

活
動
で
き
る
よ
う
、
組
織
化
の
動

き
が
見
ら
れ
ま
す
。
昭
和
27
年
に

は
、
東
京
都
民
生
委
員
連
合
会
が

全
国
に
先
駆
け
組
織
し
た
婦
人
部

会
を
中
心
に
「
東
京
都
母
子
福
祉

推
進
婦
人
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
44
年
に
は
、
全
国
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
に
婦
人
委

員
部
会
が
設
置
さ
れ
、
各
地
区
で

も
そ
れ
に
な
ら
う
動
き
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
部
会
で
は
、
丈
夫

な
子
ど
も
を
育
て
る
母
親
運
動
の

推
進
が
提
唱
さ
れ
、
委
員
の
研
修

の
他
、
子
育
て
講
演
会
や
子
育
て

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
の
実
践

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

女
性
な
ら
で
は
の
実
践
活
動

昭
和
52
年
の
改
選
で
女
性
委
員

の
割
合
が
初
め
て
過
半
数
を
超
え
、

そ
れ
以
降
、
男
女
比
は
逆
転
し
て

い
ま
す
。
す
る
と
、「
人
数
が
増
え
、

活
動
水
準
も
上
が
っ
た
の
だ
か
ら

研
修
目
的
の
女
性
だ
け
の
部
会
は

不
要
で
は
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
都
民
連
婦
人
部

会
で
は
、
活
動
の
方
向
性
を
検
討

し
、
妊
娠
・
出
産
と
い
う
女
性
の

特
性
を
生
か
し
て
子
育
て
支
援
を

行
う
「
心
豊
か
で
健
や
か
な
乳
幼

児
を
育
て
る
運
動
」
に
全
都
で
取

り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
東
京
で
は
委
員
の

75
％
、
全
国
平
均
で
は
60
％
が
女

性
で
す
。
各
地
区
で
、
女
性
な
ら

で
は
の
視
点
が
発
揮
さ
れ
、
大
い

に
活
躍
し
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知

の
通
り
で
す
。

地
域
の
信
頼
を
得
る
た
め
に

山
田
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
50
年
7
月
。
ご
主
人
の
お
仕

事
で
海
外
に
い
た
頃
、
幼
い
子
ど

も
を
抱
え
て
不
安
だ
ら
け
の
山
田

さ
ん
に
、
現
地
の
方
々
が
大
変
親

切
に
し
て
く
れ
た
経
験
が
、「
困
っ

て
い
る
人
を
助
け
た
い
」
と
い
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
芽
生
え
さ

せ
、
委
員
を
引
き
受
け
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

活
動
を
始
め
た
頃
は
、
母
親
た

ち
と
じ
か
に
会
っ
て
信
頼
を
得
た

く
て
も
、
ど
こ
に
子
育
て
世
帯
が

い
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
難
し
さ

が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
、
洗

濯
物
に
布
お
む
つ
が
干
し
て
あ
る

お
宅
を
訪
ね
て
ま
わ
り
、
母
親
た

ち
と
話
を
し
た
そ
う
で
す
。

活
動
の
転
換
期
を
迎
え
て

平
成
13
年
、
都
民
連
で
は
部
会

組
織
の
見
直
し
を
行
い
、
活
動
内

容
や
名
称
の
変
更
な
ど
も
検
討
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
都

民
連
婦
人
部
会
は
活
動
の
振
り

返
り
と
今
後
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

要
望
書
を
ま
と
め
ま
す
。
そ
こ
に

は
、
乳
幼
児
の
子
育
て
支
援
活
動

は
新
た
な
部
会
で
も
必
ず
継
続
す

る
こ
と
、
民
児
協
ぐ
る
み
で
取
り

組
む
こ
と
な
ど
、
長
年
取
り
組
ん

で
き
た
活
動
の
灯
を
絶
や
さ
ぬ
よ

う
に
と
い
う
切
な
る
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。　

検
討
の
結
果
、
婦
人
部
会
は
子

育
て
支
援
部
会
に
発
展
的
に
改
組

さ
れ
ま
し
た
。
今
で
は
男
性
委
員

も
参
加
し
て
、
地
域
の
子
育
て
サ

ロ
ン
活
動
や
訪
問
活
動
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ

ま
す
。「
男
性
の
協
力
は
心
強
い
で

す
が
、
妊
娠
・
出
産
は
、
女
性
で

な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い

は
ず
。
そ
こ
に
女
性
と
し
て
関
わ

る
意
義
が
あ
り
ま
す
」
と
山
田
さ

ん
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ま
さ
に
、
現
在
の
子
育
て
支
援

部
会
は
、
多
く
の
先
輩
が
紡
い
で

き
た
実
践
活
動
の
積
み
重
ね
と
、

取
り
組
み
に
対
す
る
誇
り
や
情
熱

を
受
け
継
い
で
い
る
の
で
す
。

《
参
考
文
献
》

・『
民
生
委
員
制
度
70
年
史
』（
全

国
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
）

・『
都
民
連
だ
よ
り
』（
東
京
都
民

生
児
童
委
員
連
合
会
）
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8
0
0
名
を
超
え
る

表
彰
者

　
第
一
部
の
式
典
で
は
、
長
年

に
わ
た
る
民
生
児
童
委
員
活
動

の
ご
功
績
を
た
た
え
、
川
澄
副

知
事
よ
り
都
知

事
表
彰
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
東

京
都
表
彰
規
則

に
よ
る
被
表
彰

者
2
3
0
名
、

特
別
功
労
賞
受

賞
者
4
3
3
名
、

一
般
功
労
賞
受

賞
者
1
4
7
名
の
皆
さ
ま
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
都
民
連
会
長
感
謝
状
は
民
生

児
童
委
員
活
動
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
行
政
・
関
係
機
関
職
員

の
方
45
名
と
、
5
年
に
わ
た
り

「
東
日
本
大
震
災
子
ど
も
応
援

募
金
」
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た

都
内
全
民
児
協
へ
お
贈
り
致
し

ま
し
た
。

幸
せ
な
人
生
の

終
末
と
は

　
第
二
部
は
、
平
穏
死
（
寿
命

を
ま
っ
と
う
し
た
安
ら
か
な
最

期
）
を
テ
ー
マ
に
石
飛
幸
三
様

に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
動
画
を
交
え
た
ご
講
演
で
は
、

実
際
に
ホ
ー
ム
で
出
会
っ
た

方
々
の
お
話
を
ご
紹
介
い
た
だ

き
、
高
齢
者
ご
本
人
の
不
安
や
、

一
日
で
も
長
く
生
き
て
ほ
し
い

と
延
命
治
療
を
望
む
ご
家
族
の

葛
藤
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
も
「
い
つ
か
迎

え
る
人
生
の
終
末
を
ど
の
よ
う

に
迎
え
た
い
か
、
親
し
い
人
と

話
し
合
う
大
切
さ
を
感
じ
た
」

「
地
域
の
方
か
ら
相
談
を
受
け

た
ら
、
し
っ
か
り
と
寄
り
添
っ

都民連 通信
　

平
成
28
年
11
月
14
日
、
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ

た
本
大
会
は
、
民
生
児
童
委
員
活
動
の
一
層
の
振
興
を
図
り
、

制
度
の
発
展
と
社
会
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
大
会
内
容
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
採

択
さ
れ
た
大
会
宣
言
に
つ
い
て
別
紙
に
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

第
70
回
東
京
都
民
生
委
員
・

児
童
委
員
大
会

て
差
し
上
げ
た
い
」
と
の
声
が

聞
か
れ
、
大
変
意
義
深
い
講
演

と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
全
国
社
会
福

祉
大
会
に
て
、
本
会
が
中
央

共
同
募
金
会
会
長
表
彰
を
受

賞
致
し
ま
し
た
。

　
こ
の
受
賞
は
都
内
各
地
区

民
児
協
に
お

け
る
共
同
募

金
へ
の
協
力

活
動
が
認
め

ら
れ
た
証
で

す
。

　
皆
さ
ま
の

活
動
に
改
め

て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

表
彰
受
賞
の
ご
報
告

瑞宝単光章　牛草カツ様	 （小平市）
　鈴木アイ子様	（渋谷区）
　柚木ミエ子様	（多摩市）

藍綬褒章		　池永和子様	（清瀬市）

  誠におめでとうございます

平成28年度
秋の叙勲・褒章受章者のご紹介

次第
   【式典・宣言】

国歌斉唱
物故者の追悼
民生委員児童委員信条の朗読
　海老澤栄様（西東京市）

主催者あいさつ
　東京都副知事
　東京都民生児童委員連合会会長
都知事表彰贈呈
　 規則表彰　渡邉房惠様（北区）

　 特別功労賞　佐々木武麿様（八王子市）

　 一般功労賞　渡辺美香様（板橋区）

都民連会長感謝状贈呈
　 立仙由紀子様（三鷹市民生委員所管課）

　 台東区民生児童委員協議会
(東日本大震災子ども応援募金)

　 国立市民生児童委員協議会（同上）

　 西多摩郡民生児童委員協議会（同上）

　 大島支庁管内民生児童委員協議会（同上）

祝辞
　 東京都議会議長
　 東京都社会福祉協議会会長
被表彰者代表のことば
　 古橋義弘様（港区）

大会宣言
　議長団　貫名通生様（新宿区）

　　　　　伊藤雅子様（多摩市）

　　　　　若月曠義様（千代田区）

宣言(案)朗読　石川政則様（品川区）

民生委員の歌斉唱

  【コーラス】
目黒区民生児童委員協議会合唱団「スマイリーズ」

  【記念講演】
「平穏死のすすめ  

　―悔いなく生き、穏やかな最期を迎えるために―」
石飛幸三様（特別養護老人ホーム芦花ホーム常勤医）

▲規則表彰贈呈
　�盛大な拍手の中、副知事
から表彰状を授与される
渡邉様

▲子ども応援募金壇上表彰者４名

▲のびやかな歌声を披露（目黒区）

▲�落ち着いた語り口で
　会場を引き付ける石飛様
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都内では区市町村を単位とした社会福祉法人
のネットワーク化が31地域まで進んできました。
また、身近な地域において複数の社会福祉法人が
連携し、地域の課題解決力を高める事例も出てき
ています。

3法人で地域につながりを紡ぎ直す（北区）

　高齢化が進む北区桐ケ丘団地の商店街の一角
に、28年6月に常設型の居場所「桐ケ丘サロンあ
かしや」がオープンしました。
　高齢者が買い物に行けない、食事を作ることが
しんどくなっても外食する場がないという地域の
課題に気が付いたのが、地域で障がい者が働く場
と生活する場をつくってきた（社福）ドリームヴ
イでした。桐ケ丘地区を担当する地域包括支援セ
ンター等を運営する（社福）東京聖労院とともに、
地域の人たちに話を聞いたところ、「いつでもふ
らっと立ち寄れる居場所がほしい」という声があ

りました。そこで、北区社協も検討に加わり、3
法人での居場所オープンに至りました。
　大切にしていることは、「住民主体で運営する」
ことで、町会・自治会長や地区民児協会長、商店
街の会長、ボランティア団体、児童館等からなる
「運営委員会」を組織しています。

地域の実情に応じた地域づくりへつなげる

	 	その他にも、板橋区徳丸地域の4法人によるお
祭りの共催を通じた “困りごとをたらい回しにし
ない” 地域づくり、大田区内4法人を核に、“ひと
り親家庭の子どもの「生きる力」を高める” 地域
づくりなど、社会福祉法人の連携による新たな地
域づくりに期待が寄せられます。

地域愛を持って
「本職」にエネルギー
を注ぎ込みます！
国立市民生児童委員

古
ふる

川
かわ

　紀
のり

子
こ

　さん

社会福祉法人による地域連携で
地域の力を高める

東社協コーナー

キラリ
★この人 　並木道がきれいな学園都市

で、古川さんは「A.S.S.（放課
後学習教室）」の指導員をし
ています。これは国立市が平
成26年から行っている事業で、
小学5、6年生を対象に主体的
な学習習慣を身に付けさせる
のがねらいです。教員免許を
持っている古川さんの「頭の
柔らかい小学生のうちに、学ぶ
姿勢を身に付けてほしい。鉄
は熱いうちに打て」という思い
が参加のきっかけとなりました。
　A.S.S.の授業は算数で、や
りがいを感じるのは「子どもか
らの反応があった時」。それ故
に意識しているのが「一方通
行の授業にならないように」で
す。日常にある事柄を数字や
図形に取り入れ、その日の問
題に関連した豆知識を織り込
んで心をつかみます。

	「毎日の生活の中に学ぶこと
はいっぱい」という好奇心旺盛
な古川さんの授業は、算数以
外の知識にも広がります。　
　しかしこの活動への参加は
平成28年度限りとのこと。「民
生児童委員の活動に専念して、
地域を活性化させたい」との
地域愛が打ち切りの理由です。
ご自身を「おせっかいなんで
す」と表現する古川さん。その
本領が小学校の放課後だけで
なく、地域全体で発揮されるこ
とに期待です。来年からは「本
職」に向けてあふれるエネル
ギーが注ぎ込まれます。

福祉広報「社会福祉法人による地域連携で地域の力を高
める」（全文）
http://www.tcsw.tvac.or.jp/koho/fukushiNow/
20161108-2811now.html
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Report

活動記録
あれこれ

【活動記録とは】　	　「活動記録」は、民生委員・児童委員、主任児童委員（以下、委員）の立場で行った日々の
活動内容を記入するものです。これを単位民児協ごとに集計し、国（厚生労働省）へ報告
します。記録をもとに、ご自身の活動を振り返ることができる他、それぞれの地域の特徴
や傾向を客観的に捉えることができます。また、集計結果は福祉行政報告例として公表
され、厚生労働省のホームページ（http://www.mhlw.go.jp/）でも確認できます。

　	 　しかし「記入する活動としない活動の区別がつきにくい」との声も聞かれます。
　	 　そこで、どのような場合に記入するか整理しましたので、参考にご覧ください。

東京都民生児童委員連合会
〒162-0823  
新宿区神楽河岸1-1 セントラルプラザ4階
TEL：03（3235）1163　FAX：03（3235）1169
E-mail：tominren@tcsw.tvac.or.jp
年4回発行　印刷：株式会社トライ

発 行

田邊　房代 （新宿区）	 石塚　洋子 （荒川区）
諏訪　節子 （渋谷区）	 権藤　京子 （杉並区）
佐藤　靖子 （江東区）	 清水　邦夫 （日野市）
笠嶋　久典 （三鷹市）	 塚﨑　佳子 （東大和市）
小島　博幸 （青梅市）

編集委員

市東		和子・池永		和子
（都民連副会長：広報担当）編集協力

平成26年春号よりスタートした現メンバーによる
編集委員会も今号で最後となりましたが、素晴らし
い都民連だよりを皆さまにお届けすることができた
とメンバー一同実感し、和気あいあいのもと、終了
することができました。

編集委員の皆さま、お疲れ様でした。

佐
さ

藤
とう

　靖
やす

子
こ

編集後記

※ミンジー出張をご希望の地区は、会長や行政を通して都民連までご連絡ください。

ミンジーレポートミンジーレポートミンジーレポート

全国民生委員児童委員大会（香川県高松市）
  式典中の次年度開催県
あいさつ時に、福田都民
連前会長と一緒に大舞
台に立ってきました! 全
国の民生児童委員さん
の前でごあいさつをし
て、緊張しちゃったな。
　今年の7月9〜10日に
行われる全国大会では、
張り切ってみなさんを
お出迎えするぞ〜 !

　昨年度に全国の民児協事務局に向けてミンジーの活用に
ついてのご案内を発信したところ、広島県からご当地ミン

ジーを作ったとの報告をいただきました。県
にちなんだ、もみじやしゃもじが特徴的です。
　今後も全国津々浦々特色のあるミンジーが
誕生するかも!?

※前号（第52巻2号）に下記2点の誤りがございました。
　1ページ　  東京散歩の写真提供もとについて　〔誤〕 あきる野市観光課 ⇒〔正〕あきる野市観光商工課
　12ページ   活動記録あれこれ　例示　23日（金）の段の掲載内容について　訪問回数・その他（8）にある「一」は不要です

読者の皆さま、関係者の皆さま
にご迷惑をおかけしましたこと
を深くお詫び申し上げます。

活動記録にはどのような活動を記入しますか?

広島県にご当地ミンジー第1号が誕生!

● 委嘱前から関わっている役割
（学校評議員・PTAなど）
● 一住民としての町会・自治
会の役割（防災訓練・地域
の公園の一斉清掃など）

● 友人・同僚等私的・職業的な
つながりにおける相談や親族
の介護　  など

● 委員の立場で行政や社会福
祉協議会等から依頼された
役職（心配ごと相談員、福祉
協力員、健全育成委員等）の
会議など

● 委員の立場で参加・協力して
いる町会・自治会の活動
　　　　　　　　　など（※）

● 個別ケースの相談・支援活動
● 行事・事業・会議等への参加
● 見守りや声掛けのための訪
問活動

● それらの 活 動に関 連して
行った連絡調整　 　　　 

など

個人的な活動中間的な活動民生児童委員としての活動

日々の活動

記入する 記入しない
※「中間的な活動」の目安
　・民児協で申し合わせた活動
　・後任の委員へ引き継げる活動

活動記録に
記入する

活動の考え方
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